
1. 学校の移転・改築について
杉並第一小学校の改築について

施行前
土地区画整理事業 事業区域

A街区

施行後

Ｂ街区

Ｃ街区

杉一小
移転用地

杉並第一小学校は、土地区画整理事業等により周辺の道路整備を行った上で、移転後の総合
病院跡地に移転・改築します。

＜土地区画整理事業による土地の区画形質の変更＞
新設道路

廃止道路

1



2. 土地区画整理事業・地区計画による道路・歩道の整備

主な区画道路の拡幅予定

一方通行一方通行一方通行一方通行
(2.5m+)6.0m(+2.5m)

相互通行相互通行相互通行相互通行
(2.5m+)6.5m

一方通行一方通行一方通行一方通行
(2.5m+)6.4m

一方通行一方通行一方通行一方通行
(2.5m+)6.0m

（1号線）

道路

歩道状空地

壁面後退等による歩行空間
※歩道状空地の部分も壁面後退の制限あり

5,805㎡

6,700㎡約
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3. 現校舎の状況・沿革

S32

S36
S40

S35 H5R3
＜沿革＞
明治８年 公立桃園学校第一番分校

として開校
昭和２２年 杉並区立杉並第一小学校と改称
昭和３２年 ⻄校舎完成
昭和３６年 北校舎・体育館完成
昭和４０年 プール完成
平成２３年 校舎耐震補強工事完了
令和３年 給食室減増築工事

敷地面積 校舎面積 運動場面積
（有効） 体育館面積 プール

杉一小 5,805㎡ 3,788㎡ 約1,800㎡ 544㎡ 25m×10.5m

区内小学校
平均 9,345㎡ 5,520㎡ 約4,300㎡ 745㎡ −

＜現在の校舎規模等＞
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令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

児童数 302 305 299 292 285

学級数 12 12 12 12 12

＜今後の児童数・学級数の見込み＞
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4. 児童数・学級数
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＜児童数・学級数の推移＞ ※平成以降

[令和5年11月時点見込み]



【参考1】改築に係る経緯について

〜杉一小の改築に合わせ、阿佐⾕地域区⺠センターと産業商⼯会館の集会機能の集約を基
本に移転・複合化する取組を計画化

Ａ案（現地改築）

Ｂ案（移転改築）
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【参考2】移転改築計画(Ｂ案)への見直し時の決定事項
(学校関連)

＜総括＞
○多角的な比較考察を行い、熟慮を重ねた結果、Ａ案より約1,000㎡広い敷地面積を確保でき、
Ａ案と同規模の地上校庭の整備が可能になるなど、将来に向けた教育環境の向上が見込まれるこ
とに加え、首都直下地震発生の切迫性を踏まえ、震災時に甚大な被害が想定されるこの地域の防
災性の向上という喫緊の課題に対し、具体的な時期を見通し、早期に対応できるとともに、土地
利⽤の見直しによる⺠間と連携したにぎわいの創出を図ることができることなどを総合的に考慮
し、全体最適・⻑期最適の観点から「Ｂ案」を整備⽅針とする。

＜杉一小について＞
これまでの経緯等を踏まえ、次に掲げる３点に取り組む。
①現在の施設・設備については、学校及び保護者の意見・要望等を尊重しつつ、老朽化対策及び
時代の変化に対応したパソコンネットワークの環境整備などを盛り込んだ⻑寿命化改修計画を策
定する。同計画の実施に当たっては、改修に伴う児童への影響を最小限に止めるものとする。
②移転・改築後の学校の敷地面積については、教育環境の更なる向上と校庭が災害時の貴重な
オープンスペースになること等を考慮し、より広い面積が確保できるよう、地権者等との協議・
調整を図る。
③学校の移転・改築に当たっては、Ａ案の「整備コンセプト」・「整備⽅針」を可能な限り継承
することとし、杉並第一小学校の教育活動上の特色を踏まえた音楽室機能の充実等が図れる施
設・設備を計画する。
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【参考3-1】現地改築計画(Ａ案)整備コンセプト/整備方針
＜整備コンセプト＞

子どもたちが健やかに育ち、多世代のつながりを育む
「協奏する学び舎」

〜阿佐⾕地域の新たな学びと交流・⽂化の拠点〜
子どもたちと地域の様々な人々がかかわりあいながら、子どもたち

の健やかな成⻑を⽀え、地域の多世代の人々が様々な交流、地域コ
ミュニティ活動、産業振興活動、文化活動を通して、地域のきずなを
育み、新たな時代を拓いていく、「学びと交流・文化の拠点」となる
機能を備えた施設を整備します。
杉並第一小学校と新たな区⺠施設が有機的につながり、協奏しなが

ら、阿佐⾕のまちを創る拠点づくりを目指します。
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＜整備方針(杉一小部分)＞
杉並区内で一番⻑い歴史・伝統を継承、発展させるとともに、地域の教育⼒に⽀えられた

特色ある教育活動を踏まえながら、将来を見据えた教育環境の向上を図ります。

◆多様な教育に対応できる学習環境の整備
○一⻫指導、ティームティーチング（ＴＴ）、個別・少人数指導、グループ学習など、多様な学習形態に柔軟に対応できる施設とします。
○ＩＣＴ教育環境、校内情報ネットワーク、ラーニングセンター機能の充実など、「調べる」「学ぶ」「発表する」といった一連の学習が
効果的に行える教育環境の充実を図ります。

○複合施設の機能を可能な限り有効に活⽤することで、学校教育活動の幅が広がり、質が高まる施設づくりを行います。
○子どもたちの体⼒向上が促進できるよう、現状と同等以上の校庭面積を確保するとともに、体を動かす場所として活⽤できる施設を充実していきます。
○音楽室機能の充実を図るとともに、区⺠施設に設置されるホールと隣接するエリアに集約する施設づくりを行い、杉一小ジュニアバンドの
活動を⽀えるとともに、阿佐⾕ジャズストリートのパブリック会場としての使⽤を想定した施設・機能を整備します。

◆安全・安心で、快適に過ごせる学習・生活空間の整備
○学校の教室、諸施設等は低層階に配置し、児童の教室間移動の動線に配慮した学校づくりを行います。
○不審者の侵入防止などの安全対策を十分に講じるとともに、多様な利⽤者が複合施設を利⽤することに伴う適切な動線計画に配慮した施設整備を行います。
○子どもから高齢者まで多様な人々が利⽤しやすいユニバーサルデザインを取り入れた学校とします。
○自然採光や通風などを積極的に取り入れ、太陽光発電等自然エネルギーの活⽤も図ることにより、エネルギー消費量を削減し、自然環境に
配慮した環境教育に資する学校とします。

○子どもたちの放課後等における健全育成環境の一層の充実を図るため、阿佐⾕児童館内学童クラブを学校内に移設するとともに、小学生の放課
後等の居場所事業（放課後子ども教室）と連携して、学童クラブ利⽤児童と他の小学生の交流機会が確保できるよう必要な環境整備を行います。

◆地域に開かれた学校づくり
○地域の⽅々とのかかわりを深めながら、地域の⼒を最大限に生かした教育活動が進展するよう、施設機能が十分に発揮される学校とします。
○学校の教育活動や子どもたちの放課後の過ごし⽅等に⽀障がない範囲で、地域の⽅々が利⽤できる学校施設とします。
○災害時の地域の避難・復旧拠点として、必要となる防災機能が十分に発揮される施設とします。
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【参考3-2】現地改築計画(Ａ案)整備コンセプト/整備方針



【参考4】杉並区教育ビジョン２０２２

生涯にわたり誰もが学び合うことがで
きるよう、身近な学校や社会教育施設
を豊かな学びや文化等に親しめる「学
びのプラットフォーム」として、これ
まで以上に活⽤していきます。
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【参考5】杉並区立学校施設整備計画(第２次改築計画)(R3.3)

・安全・安心で、快適に過ごせる学習・生活
空間の整備

・多様な教育に対応できる学習環境の整備
・地域の拠点となる開かれた学校づくり
・将来転⽤可能な柔軟性のある施設づくり

学校施設整備経費の直近10年間で⽀出した改
築・改修経費の推移は、平成22年度における
63.9億円が最大となっており、 平成30年度に
おいても63.7億円となっています。
条件によって経費が異なりますが、年々、費
⽤が増加傾向にあります。

標準建物面積について、現況、国の指針
との比較を踏まえ、小・中学校をそれぞ
れ18学級、12学級とした場合、小学校を
8,000㎡と中学校を7,800㎡と定めていま
したが、これを7,200㎡、中学校は7,500
㎡に改めました。

区内の学校は、平成23年度までに耐震化が
完了したものの、昭和30年代から40年代に
かけて児童・生徒の急増と校舎の不燃化対
策を目的として建築されたものが多く、学
校全体の5割以上が築50年を経過し、老朽
化による施設の更新時期を迎えています。
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【参考6】小学校改築に係る主な意見(懸念事項のご指摘)

病院法人の負担で土壌汚染調査・対策を実施することが
協定に明記されています

2005.9

1999.7
2000.7

音楽室等の防音対策や、道路拡幅による離隔
拡大をとおして音への対策に努めていきます。
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過去の浸水域


